大阪公立大学都市科学・防災研究センター
先端都市特別研究員（若手）申請書（2026年）
赤字は作成時に削除してください
　　　　年　　月　　日作成

1． 応募者履歴等（1ページ以内で作成してください）
●応募資格：いずれかを選択してください。
☐　後期博士課程に在籍中
☐　単位取得済みかつ博士論文を執筆中
☐　博士号取得済み

●氏名（ふりがな／英語）
	大阪 コウ（おおさか こう／OSAKA Kou）

●生年月日
　　2000年1月1日

●性別／国籍

●現住所

●連絡先（E-mail／電話番号）

●現在の所属機関

●学歴
　　　　・2001年３月・大学・学部・学科名 卒業
・2002年３月・大学大学院博士前期課程・専攻 修了
・2003年4月・大学大学院博士後期課程・専攻 入学（予定）
・2004年3月・大学大学院博士後期課程・専攻 修了
　博士論文題目（予定を含む）
　博士取得大学／取得年月日（予定）

　　●研究歴・職歴


　　●現在（直近）の研究指導者の所属・職名・氏名


●採用後の研究指導者の所属・職名・氏名


●採用後の所属機関（予定）


　　　　

２．研究計画（２ページ以内で作成してください）
２－１　研究内容
　●受入研究者
　
　●研究テーマ（日本語及び英語）
　

　●研究の背景
　

　●研究の目的
　

　●研究の方法
　

　●受入研究者の研究内容との関連
　

　●研究の特色および研究期間終了後の展開
　

２－２　研究費
特別研究員として支給される研究費の使用計画
（２－１「研究内容」との関係が分かるよう、使途ごとに算出根拠と金額を記入すること。最後に合計金額を算出する。）

例：
1) ○○に関する研究成果の学会発表にかかる旅費，
大阪－東京間報復新幹線普通料金　　25,000円＋宿泊費8,000円＝33,000円
2) △△に関する聞き取り調査の対象者に支払う謝金，
10人×2時間×1,500円／時間＝30,000円
3) ××に関する電子ジャーナル購入費，
10編×3,000円／編＝30,000円
4) △△に関する聞き取り調査データ音声反訳にかかる業者委託費，
20時間×1,200円／時間＝24,000円
合計　117,000円
特別研究員として支給される研究費以外の財源



３．研究業績（下記のそれぞれについて記載ください）
●学術雑誌等に発表した論文・解説・総説または著書【査読有り】

●学術雑誌等に発表した論文・解説・総説または著書【査読無し】

●国際会議における発表

●国内学会・シンポジウム等における発表

●その他（特許、報告書など）



４．研究助成金・奨学金等の受給実績（下記のそれぞれについて記載ください）
●日本学術振興会特別研究員

●科学研究費補助金

●その他の研究助成金

●その他の奨学金

●その他
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		申請者氏名　	
	1 ／ 5
大阪公立大学都市科学・防災研究センター
特別研究員（若手）
現在の指導教員による推薦書
1枚にまとめてください。

　　　　年　　月　　日作成　

応募者氏名

評価者の所属・職・氏名

被評価者（申請者）との関係

申請者の研究能力に関する所見


申請者の研究者としての将来性を判断する上で参考になると思われる事項
（たとえば、受賞歴、留学経験、特色ある学外活動など）




大阪公立大学都市科学・防災研究センター
特別研究員（若手）
受入研究者による承諾書


大阪公立大学都市科学・防災研究センター所長　殿

　共同研究プロジェクトの一環として下記応募者の受入研究者となることを承諾いたします。


年　　月　　日

受入研究者所属

受入研究者氏名　　　　　　　　　　　　　


記

応募者氏名：

応募者所属：

研究課題：


以上

